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広報こうなん（2昭和50年10月15日

一投票日は12月5日．一
　　　　　　　　　　　交
　　　　　　　　　　　菱
　　　　　　　　　　　郷
最高裁判所裁判官国民審査

、
票開日翌

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
並
び
に
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
は
次
に
よ
り
行

な
わ
れ
ま
す
。

選
挙
期
日
と
公
示
日

公
示
日
　
十
一
月
十
五
日

投
票
日
時
　
十
二
月
五
日
（
日
）
午
前

　
　
　
　
　
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

開
票
日
時
十
二
月
六
日
午
前
八
時

開
票
場
所
　
江
南
村
役
場
会
議
室

選
挙
公
報
・
入
場
券
の
配
布

　
選
挙
公
報
お
よ
び
投
票
所
入
場
券
は
働

投
票
日
の
前
日
ま
で
に
は
、
み
な
さ
ま

の
お
手
元
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
の
で

よ
く
ご
覧
く
だ
さ
い
。
一

選
挙
人
名
簿
の
登
録
基
準

登
録
基
準
日
　
十
チ
月
十
四
月

。
、
登
録
日
十
一
月
十
四
日

　
　
投
票
で
き
る
か
た

ω
昭
和
31
年
！2
月
6
日
以
前
に
生
れ
た

　
か
た
で

②
昭
和
51
年
1
1
月
14
日
（
基
準
日
）
ま

　
で
に
引
続
き
3
カ
月
以
上
江
南
村
に

　
住
所
が
あ
り

③
江
南
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
昭
和
51

　
年
8
月
1
4
日
以
前
か
ら
記
録
さ
れ
て

　
　
い
る
か
た
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
な
お
、
江
南
村
に
転
入
し
て
、
3
カ

　
月
以
上
に
な
ら
な
い
か
た
（
8
月
1
5

　
日
以
降
転
入
）
で
従
前
の
住
所
地
の

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば

　
前
の
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
で
き

　
ま
す
。

　
　
ま
た
、
江
南
村
か
ら
転
出
し
た
か

　
た
で
（
8
月
5
日
以
降
）
転
出
先
の

投
票
所
に
行
け
な
い
人
の
た
め
に
、
例
晶

外
と
し
て
、
投
票
日
前
に
投
票
で
き
る
昂

不
在
者
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
㎜
…

　
こ
の
場
合
、
曹
旦
誓
書
に
理
由
を
書
い
　
晶

て
い
た
だ
い
た
う
え
、
印
か
ん
を
押
し
　
晶

て
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
　
　
　
皿
…

　
宣
誓
書
は
不
在
者
投
票
所
に
準
備
し
　
皿
…

て
あ
り
ま
す
。

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
　
　
　
　
　
　
　
昂

　
　
　
　
　
投
票
制
度

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
選
挙
人
　
㎜
…

が
在
宅
の
ま
ま
投
票
で
き
る
制
度
で
す

が
、
身
体
の
不
自
由
な
人
な
ら
だ
れ
で
，
　

も
該
当
す
る
の
で
は
な
く
、
障
害
者
手

帳
や
証
明
書
類
も
必
要
に
な
り
、
ま
た
桝
…

手
続
き
・
方
馨
ど
き
ま
り
が
こ
ま
か
晶

い
の
で
該
当
に
な
る
と
思
わ
れ
る
か
た
轟

は
早
目
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
在
者
投
票
・
郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票
制
度
の
取
扱
は
、
公
示
の

日
か
ら
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
、
毎
日

（
土
曜
・
日
曜
も
含
む
）
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

教
育
長
に
小
島
さ
ん
再
任

　
　
　
　
　
委
員
長
は
滝
田
さ
ん
（
新
任
）

　
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に

　
登
録
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

　
江
南
村
の
従
前
の
投
票
所

　
で
投
票
で
き
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
制
度

　
や
む
を
得
な
い
用
事
で
、

投
票
日
に
不
在
に
な
る
た
め

　
　
　
　
Q
O

この一票
　くらしと政治に
　　　　かける橋

　
九
月
三
十
日
で
任
期
が
満
了
と
な
っ

た
二
名
の
教
育
委
員
と
、
一
名
欠
員
で

あ
っ
た
教
育
委
員
に
、
九
月
の
定
例
村

議
会
で
同
意
が
得
ら
れ
、
次
の
か
た
が

た
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
議
会
に
お
い
て
、
公
平
委

員
お
よ
び
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

選
任
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
教
育
委
員

小
島
孫
一
さ
ん
（
五
十
八
歳
）
　
再
任

　
　
住
所
　
大
字
樋
春
一
、
一
八
五

吉
田
　
清
さ
ん
（
六
十
二
歳
）
　
新
任

　
投
開
票
の
速
報

　
投
票
当
日
の
投
票
者
数
や
投
票
率
を

約
二
時
間
お
き
に
有
線
放
送
で
放
送
す

る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
開
票
速
報
は
衆
議
院
議
員
選
挙
だ
け

一
時
間
お
き
に
行
な
う
予
定
で
す
。

　
開
票
の
参
観

　
開
票
場
が
狭
い
た
め
、
開
票
の
参
観

人
を
十
五
名
に
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
な
お
、
参
観
人
の
決
定
は
、
先
着
順

と
し
、
開
票
場
の
入
口
で
参
観
券
を
交

付
い
た
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
受
け
取

っ
た
後
に
、
会
場
へ
入
場
し
て
く
だ
さ

　
　
　
○
り

　
　
住
所
　
大
字
須
賀
広
二
五
一

飯
島
敏
宏
さ
ん
（
三
十
五
歳
）
　
新
任

　
　
住
所
ヒ
夫
字
塩
一
、
〇
二
二

　
な
お
、
十
月
一
日
に
開
か
れ
た
教
育

委
員
会
で
、
小
島
さ
ん
が
教
育
長
に
再

任
さ
れ
、
滝
田
栄
一
さ
ん
が
教
育
委
員

長
に
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
平
委
員

吉
田
宝
作
さ
ん
（
六
十
一
歳
）
　
新
任

　
　
住
所
　
大
字
成
沢
二
九
八

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

吉
野
勝
文
さ
ん
（
七
十
一
歳
）
　
再
任

　
　
住
所
　
大
字
板
井
五
三
四

村内の各投票所
投票区 投　　　票　　　所

第1投票区
農業センター内（御正農協裏）
　　　　　　　（成　　沢）

第2投票区
江南北小学校体育館内
　　　　　　　（三　　本）

第3投票区宝　光　寺　内
　　　　　　　（板　　井）

第4投票区
江南南小体育館内
　　　　　　　（小江川）

第5投票区
坂上公民館内
　　　　　　　（成沢坂上）

い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



昭和51年11月25日

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
選
挙
時
登
録
を
1
1
月
14
日
に
行
な
い

ま
す
が
、
今
回
新
し
く
登
録
さ
れ
る
べ

き
人
が
、
誤
り
な
く
登
録
さ
れ
た
か
ど

う
か
、
み
な
さ
ま
に
見
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
な
い

ま
す
。

　
こ
の
名
簿
の
縦
覧
は
、
1
1
月
1
5
日
か

ら
1
6
日
の
二
日
問
、
朝
八
時
三
十
分
か

ら
、
午
後
五
時
ま
で
役
場
で
行
な
い
ま

す
。

選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

　
n
月
1
4
日
現
在
の
登
録
者
（
有
権
者

）
数
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

（

3）広報こうなん

（

投票区名 男 女 計

第1投票区 603 629 1，232

第2投票区 650 648 1，298

第3投票区 587 616 1，203
第4投票区 576 629 1，205
第5投票区 541 541 1，082
合　　計 2，957 3，063 6，020

棄
権
し
て
誰
に
ま
か
せ
る
国
の
か
じ

ー
み
ん
奪
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
『
ー

　
前
回
（
昭
和
σ
年
1
2
月
10
日
）
行
な

わ
れ
た
総
選
挙
で
は
、
み
な
さ
ん
の
関

心
が
高
く
比
較
的
良
い
投
票
率
で
し
た
。

　
前
回
投
票
率

　
、
七
九
・
〇
七
％

　
　
　
　
県
下
で
二
九
番
目

　
前
回
、
村
の
投
票
率
は
、
男
七
九
・

七
六
％
　
女
七
八
・
四
三
％
　
平
均
七

九
・
〇
七
％
で
県
下
九
三
市
町
村
中
、

二
九
番
目
の
成
績
で
し
た
。

　
な
お
、
大
里
郡
で
は
、
八
町
村
中
七

番
目
で
し
た
。

投
票
用
紙
の
記
載
は

　
折
角
投
票
し
た
大
切
な
一
票
が
無
効

票
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
大
変
で
す
。

　
投
票
に
あ
た
っ
て
は
特
に
次
の
点
に

ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

　
一
、
候
補
者
氏
名
は
、
欄
内
に
『
人

　
　
　
は
っ
き
り
と
書
い
て
下
さ
い
。

　
一
、
候
補
者
で
な
い
者
の
氏
名
又
は

　
　
　
そ
の
他
の
こ
と
は
書
か
な
い
で

　
　
　
下
さ
い
。

　
ま
た
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
の
投
票
で
は
、

　
一
、
や
め
さ
せ
た
い
と
思
う
裁
判
官

　
　
に
つ
い
て
は
、
投
票
用
紙
の
当
該

　
　
裁
判
官
に
対
す
る
記
載
欄
に
×
の

　
　
記
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
『
、
や
め
さ
せ
た
く
な
い
裁
判
官
に

　
　
つ
い
て
は
、
記
載
欄
に
何
も
記
入

　
　
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

選
挙
は
あ
な
た
が
主
役
で
す

　
現
代
の
民
主
政
治
は
、
い
ま
さ
ら
申

し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
関
接
民
主
制
を

中
心
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
代
表
者

の
役
割
は
た
い
へ
ん
重
要
で
す
。

　
私
達
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
要
望
は

今
の
し
く
み
で
は
、
代
表
者
の
手
を
通

じ
な
い
か
ぎ
り
政
治
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
は
む
ず
か
し
い
か
ら
で
す
。

　
私
達
は
主
権
者
で
、
国
の
政
治
の
主

人
公
で
す
が
、
原
則
と
し
て
選
挙
を
通

じ
て
し
か
国
政
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
十
二
月
五
日
に
行
な
わ
れ
ま
す

衆
議
院
選
挙
も
四
年
に
一
度
、
私
達
が

国
の
政
治
に
参
加
で
き
る
大
切
な
日
で

す
。

　
そ
し
て
私
達
の
代
表
者
と
し
て
の
適

任
者
が
選
ば
れ
ま
す
が
、
こ
の
代
表
者

は
、
一
人
で
も
多
く
の
支
持
者
に
よ
り

選
出
さ
れ
る
こ
と
が
、
一
番
望
ま
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
投
票
日
に
は
、
是
非
み
ん
な
そ
ろ
っ

て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
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姻

（
（村

道
九
号
線
（
役
場
の
東
）

　
　
　
　
　
　
　
舗
装
工
事
完
成

　
村
道
九
号
線
の
延
長
、
七
九
ニ
メ
ー

ト
ル
、
幅
員
六
メ
ー
ト
ル
（
役
場
の
東

裏
か
ら
持
田
食
堂
前
ま
で
）
の
舗
装
工
「

事
が
、
こ
の
十
一
月
に
完
成
い
た
し
ま

し
た
。

　
こ
の
道
路
は

臼
く
、
ク
ッ
キ

リ
と
あ
ざ
や
か

な
セ
ン
タ
ー
ラ

イ
ン
に
よ
っ
て

片
側
三
メ
ー
ト

ル
に
区
分
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の

道
路
は
土
地
改

良
事
業
が
現
在

す
す
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、

本
年
度
事
業
と

し
て
北
小
学
校

の
東
か
ら
、
持

田
食
堂
ま
で
の

幅
員
七
メ
ー
ト

ル
道
路
と
接
続

さ
れ
る
予
定
に

な
っ
て
お
り
ま

す
。　

ま
た
、
来
年

度
以
降
は
歩
行

者
の
安
全
を
守

る
た
め
に
、
こ
の
全
線
に
つ
い
て
遂
次

歩
道
や
道
路
標
識
な
ど
も
設
置
し
て
、

交
通
事
故
の
な
い
安
心
し
て
利
用
の
出

来
る
道
路
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

完
成
し
た
村
道
九
号
線
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る体育祭

しなやかに民謡を踊る婦人会のみなさん

　
　
1
体
育
祭
特
集
－

　
第
十
一
回
村
民
体
育
祭
は
、
十
月
十
日

の
体
育
の
日
が
あ
い
に
く
雨
の
た
め
翌
日

に
順
延
に
な
り
、
大
勢
の
方
々
の
ご
参
集

を
い
た
だ
き
、
終
始
好
ゲ
ー
ム
を
展
開
し

は
な
や
い
だ
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

　
当
日
は
、
秋
晴
の
天
気
で
し
た
が
、
テ

ン
ト
が
と
ば
さ
れ
る
程
の
強
風
に
な
り
、

お
年
寄
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
風
が
冷
た）

（ジェンカ）ぼく肩に手がとどかない
（パン喰競走）んせ一

一
、

）
）

赤かて、白かて　（老人クラブの玉入）、、祈っています
境走）
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写真で見

へ

く
て
、
ち
ょ
っ
と
残
念
で
し
た
。

　
今
年
の
体
育
祭
は
、
特
に
、
ど
な
た
で

も
簡
単
に
参
加
で
き
る
種
目
を
多
く
取
り

入
れ
ま
し
た
。

・
濠
奪
、
小
中
学
生
や
婦
入
会
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
愛
好
会
の
役
員
の
み
な
さ
ん
に
は

直
接
運
営
に
も
当
っ
て
い
た
だ
き
一
層
に

ぎ
や
か
な
体
育
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　
楽
し
か
っ
た
一
コ
マ
一
コ
マ
を
写
真
で

ふ
り
か
え
っ
て
見
ま
し
ょ
う
。

（
（南北小の綱引）見ているだけでカが入ります

行儀や作法は言ってい（親子競走）親孝行のはじまり

（
、

（

落ちませんように
　　　　　（ボー」

（大きい釜だこと麦茶の接待大繁盛
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戸
籍
の
謄
本
・
抄
本

　
　
　
請
求
手
続
を
改
正
『
二
篇

　
こ
の
十
二
月
一
日
か
ら
、
戸
籍
謄
本

・
抄
本
の
交
付
請
求
の
方
法
が
改
正
さ

れ
ま
す
。

　
改
正
の
理
由
は
、
戸
籍
を
不
当
に
利

用
し
て
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵

害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
今
後
他
人
の
戸
籍
や

除
籍
の
謄
・
抄
本
を
請
求
す
る
と
き
は

「
請
求
の
事
由
」
つ
ま
り
、
何
の
目
的

に
使
用
す
る
の
か
を
具
体
的
に
記
入
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

．
そ
し
て
、
も
し
、
そ
の
請
求
事
由
が

不
当
な
目
的
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
に
応
じ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
戸
籍
の
閲
覧
も
で
き
ま
せ
ん

　
ま
た
、
他
人
の
戸
籍
の
閲
覧
も
で
き

　
　
　
、
一

　
　
　
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
4

9犬
は
つ
な
い
で
正
し
く

　
　
　
飼
い
ま
し
ょ
う

な
く
な
り
ま
す
。

※
本
人
と
い
つ
わ
っ
た
り
、
う
そ
の
事

　
由
を
示
し
て
、
戸
籍
の
謄
本
・
抄
本

　
の
交
付
を
う
け
た
と
き
の
罰
則
も
規

　
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
な
お
、
こ
の
謄
抄
本
を
郵
便
で
請
求

　
す
る
場
合
の
手
数
料
は
必
ず
、
現
金

　
書
留
か
郵
便
局
の
定
額
小
為
替
で
ご

　
納
入
く
だ
さ
い
。
　
　
（
住
民
課
）

鬼小さな不注意、大火をまねく

　一火災シーズン到来一
　
北
風
と
と
も
に
、
火

を
つ
か
う
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。

　
空
気
が
乾
燥
し
て
く

る
と
小
さ
な
火
種
で
も

火
災
に
な
り
、
一
度
火

が
着
く
と
大
火
に
な
り

ま
す
。

　
火
災
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
、
尊
い
人
命
と
、
財

産
を
守
る
た
め
に
「
安

全
点
検
」
を
行
な
い
、

安
心
し
て
こ
の
冬
が
過

せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

①
暖
房
器
具
の
点
検

②
老
人
、
幼
児
、
病
人
の
就
寝
場
所
の

　
点
検

③
た
ば
こ
の
投
げ
捨
、
寝
た
ば
こ
の
防

年
末
は
疲
れ
時

　うっ

か
り
寝
た
ば
こ
　
　
　
，

火
事
の
も
と
　
　
薩
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁

　
　
　
　
　
　
　
聡
孕

　
止

㈲
消
火
用
具
の
準
備

　
　
石
油
ス
ト
ー
ブ

　
　
　
　
ガ
ス
コ
ン
ロ

　
毎
日
家
庭
で
使
わ
れ
る
石
油
ス
ト
ー

ブ
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
コ
ン
ロ
は
便
利
な

も
の
で
す
が
、
つ
い
う
っ
か
り
が
大
事

の
も
と
に
な
り
ま
す
。

　
1
石
油
ス
ト
ー
ブ
ー

ω
燃
え
て
い
る
と
き
は
、
石
油
を
入
れ

　
な
い

②
燃
え
や
す
い
物
を
ま
わ
り
に
お
か
な

　
い

③
物
が
落
ち
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

㈲
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
な
い

　
ー
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
コ
ン
ロ
ー

ω
ゴ
ム
ホ
ー
ス
に
ひ
び
わ
れ
は
な
い
か

②
ま
わ
り
に
、
火
を
よ
び
や
す
い
も
の

　
は
な
い
か

⑧
油
な
べ
の
過
熱
に
注
意

㈲
ボ
ン
ベ
の
安
全
弁
、
調
整
器
は
さ
わ

　
ら
な
い

　
　
御
正
駐
在
所
に
山
根
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
月
の
異
動
で

　
九
月
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
、
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
困
り
ご
と
な
ど
あ
り

駐
在
所
に
山
根
さ
ん
が
新
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。

趣
味
、
特
技
（
ス
ポ
ー
ツ
・
柔
道
　
　
　
　
　
　
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

は
初
段
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駐
在
所
の
電
話
は
三
六
－
四
八
九
一

　
山
根
さ
ん
は
、
こ
ち
ら
に
転
任
に
な
　
　
　
そ
れ
か
ら
、
五
年
間
御
正
駐
在
所
に

る
前
は
、
熊
谷
駅
前
の
派
出
所
に
勤
務
　
　
勤
務
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
小
和
瀬
さ

し
、
数
々
の
功
績
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
　
ん
は
、
山
根
さ
ん
と
入
れ
替
り
に
熊
谷

　
警
察
官
に
な
っ
た
動
機
は
、
犯
罪
の
　
　
駅
前
派
出
所
に
勤
務
に
な
り
ま
し
た
。

な
い
、
ま
た
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
　
　
．
近
く
を
、
お
通
り
の
折
に
は
是
非
、

社
会
を
築
く
た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
　
　
　
「
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
已
と
の
こ
と
で

立
て
ば
と
奉
職
し
た
そ
う
で
す
。
　
　
　
　
す
。

　
　
ー
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う
ー

　
ド
ラ
イ
バ
ー
や
同
乗
者
の
た
め
に
あ
　
　
　
○
高
速
道
路
の
運
転
で
な
い
か
ら

る
自
動
車
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
も
、
実
際
　
　
　
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故

に
使
用
し
て
い
る
人
は
き
わ
め
て
少
な
　
　
に
よ
り
死
亡
し
た
り
、
ケ
ガ
を
し
た
人

く
、
し
か
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
つ
け
て

い
れ
ば
「
死
亡
」
し
た
り
「
重
傷
」
を

負
っ
た
り
し
な
い
で
す
ん
だ
と
思
わ
れ

る
交
通
事
故
が
か
な
り
あ
る
こ
と
が
交

通
事
故
分
析
の
結
果
で
明
ら
か
で
す
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
け
な
い
理
由
と

し
て
は
、

　
○
面
倒
だ
か
ら

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
頭
や
胸
部
な
ど

を
強
く
ハ
ン
ド
ル
や
前
面
ウ
イ
ン
ド
ガ

ラ
ス
な
ど
に
ぶ
つ
け
て
い
る
の
で
す
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
こ
と
を

ク
ル
マ
に
乗
る
と
き
の
常
識
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ネ
ク
タ
イ
を
し
め
る
よ
り
簡
単
で
す
。

▽

）

ご
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○
（

老
後
に
生
が
い
を

　
　
　
　
第
十
一
回
敬
老
会

　
第
十
一
回
江
南
村
敬
老
会
が
さ
る
士

月
三
日
文
化
の
日
に
ポ
ン
ポ
ン
山
ヘ
ル

ス
セ
ン
タ
ー
に
於
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
近
年
に
な

く
多
数
の
方
々
（
六
〇
六
名
）
の
参
加

を
い
た
だ
き
、
ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
㈱
江
南

工
場
文
化
部
の
皆
さ

ん
の
演
芸
を
は
じ
め

と
し
て
、
村
内
婦
人

会
の
方
、
民
謡
愛
好

会
の
方
々
の
素
晴
ら

し
い
催
し
、
そ
し
て

今
年
は
特
に
南
北

駐
在
所
の
岡
本
さ

ん
、
山
根
さ
ん
等

の
ご
参
加
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
多
種
多
彩
な
演

芸
が
次
か
ら
次
に

披
露
さ
れ
予
定
さ

れ
た
時
間
を
オ
ー

バ
ー
す
る
ほ
ど
盛

『
大
に
行
な
わ

た
。
そ
し
て

な
ご
や
か
な

雰
囲
気
に
皆

顔
を
ほ
こ

ろ
ば
せ
て

お
り
ま
し
菟

　
お
年
寄
の

か
た
が
た
は

毎
年
こ
の
敬
老
会
を

ρ
○

　
　
　
に
し
て

　
　
　
、
日
ご

　
　
　
ろ
の
苦

　
　
　
労
を
忘

　
　
　
　
れ
た

　
　
　
楽
し
い

　
　
　
一
日
だ

　
　
一
に
ち
が

　
　
ま
せ
ん
。

社
会
の
た
め
に

長
い
間
尽
く

し
て
こ
ら
れ

た
お
年
寄
の

皆
さ
ん
、
ど

う
ぞ
こ
れ
か

ら
も
楽
し
い

日
々
を
お
過

し
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
か
ら

敬
老
会
を
開

催
す
る
に
あ

た
り
ご
協
力

く
だ
さ
っ
た

か
た
が
た
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。長

寿
番
付

　
八
十
八
歳
以
上
の
か
た
は
次
の
と

お
り
で
す
。

橋
本
い
ち
さ
ん
（
92
歳
）
御
正
新
田

篠
崎
な
み
さ
ん
（
90
歳
）
成
　
　
沢

飯
島
あ
い
さ
ん
（
8
8
歳
）
塩

馬
場
清
作
さ
ん
（
8
8
歳
）
樋
春

下　円中　上＿吉橋福
　どii奏i写田本田剣自両楽　ヂ真八孝な
　慢駐し　1　十寿か舞　在く　ゼ説市ささ
　　所歓　ル明さんん
　　お談　機）ん＿＿
　　ま　　器　＿8888
　　わ　　の　87歳歳
　　り　　マ　歳））
　　さ　　　ン　 ）

　　ん　　ド　成小成
　　の　　　リ　　・　　ン　　江
　　の　　演　沢川沢
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ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
狩
猟
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
狩
猟
解
禁
1

　
深
み
ゆ
く
秋
と
と
も
に
ハ
ン
タ
ー
の

み
な
さ
ん
に
は
待
望
の
狩
猟
の
季
節
に

な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
、
規
則
が
改
制
さ
れ
狩
猟
す
る

こ
と
が
で
き
る
期
間
は

　
十
一
月
十
五
日
か
ら

　
　
翌
年
の
二
月
十
五
日
ま
で
の
三
カ

月
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
十
一
月
二
十
一
日
の
日
曜

日
を
か
わ
き
り
に
、
日
曜
祭
日
ご
と
に

猟
区
管
理
規
定
に
よ
り
解
禁
に
な
り
ま

す
。

　
　
猟
区
指
定
期
間
は
あ
と
一
年

　
今
ま
で
も
事
故
防
止
に
は
万
全
の
措

狩
猟

シ
ー
ズ
ン
　
》

な
に
よ
塗

懸
⑩

厳
重
に

尾　』

o　
　
ζ
、

0　
　
　
0

サ
ゆ
　
　
　
　
ロ

両
ぐ

晦
　
　
。

　
　
泌
、

置
を
取
っ
て
来
ま
し
た
が
、
現
在
で
は

入
猟
者
を
十
人
に
制
限
し
て
、
案
内
人

も
土
地
の
事
情
に
く
わ
し
い
地
元
の
猟

友
会
の
か
た
が
た
に
な
っ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
人
家
や
道
路
な
ど
の
近
く

で
は
絶
対
に
猟
を
し
な
い
よ
う
に
厳
重

に
呼
び
か
け
ま
す
。

　
江
南
村
の
猟
区
の
指
定
期
間
は
昭
和

五
十
二
年
度
の
一
力
年
間
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
村
お
よ
び
猟
友
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
な
お
一
層
事
故
防
止
に
努
力
い
た

し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を
お
願
い

鰯　ク
ノ

　
．
．
％

晶

欝
！（

ll

臼給

い
た
し
ま
す
。

ハ
ン
タ
ー
の

み
な
さ
ん
へ

　
正
し
い
狩
猟
を

す
る
た
め
に
次
の

こ
と
を
特
に
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

○
銃
を
使
用
し
て

も
よ
い
場
所
で
あ

る
か
確
認
す
る
。

○
銃
口
は
、
絶
対

に
人
に
向
け
な
い

○
場
所
を
移
動
す

る
と
き
、
あ
る
い
は
危
険
な
場
所
や
休

憩
す
る
と
き
は
、
タ
マ
を
必
ず
抜
い
て

お
く
。

○
見
通
し
の
悪
い
竹
ヤ
ブ
、
雑
木
林
、

あ
る
い
は
タ
マ
の
は
ね
返
っ
て
く
る
よ

う
な
方
向
に
発
射
し
な
い
。

○
銃
や
タ
マ
は
自
動
車
に
放
置
し
な
い

　
　
契
約
（
口
頭
で
も
成
立
）

　
契
約
に
対
す
る
考
え
方
の
甘
さ

　
が
ト
ラ
ブ
ル
発
生
の
も
と
に
な

　
　
り
ま
す
。
契
約
は
お
互
い
の
口

』
え
約
束
だ
け
で
も
成
立
し
、
破
る

ち
と
契
約
違
反
と
な
り
、
損
害
賠

の
償
の
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と

し
も
あ
り
享
．
ま
し
て
、
署
名

　
　
（
サ
イ
ン
）
し
た
り
印
を
押
せ

ら
ば
動
か
ぬ
証
拠
と
し
て
立
派
に

く
契
約
は
成
立
し
ま
す
。

　
内
容
も
確
か
め
ず
に
、
う
っ
か

　
　
り
栂
印
や
認
印
を
押
し
た
り
軽

　
　
い
気
持
で
サ
イ
ン
す
る
こ
と
は

　
改
め
た
い
も
の
で
す
。

鼻齢

襟罐

創
劉

　
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
働
き
た
い
人
、

ま
た
、
パ
ー
ト
以
外
の
職
業
に
関
す
る

ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談
を
受
け
た
ま

わ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ
な
た
も
「

働
き
た
い
」
　
「
何
か
仕
事
を
し
た
い
」

「
何
か
職
業
に
つ
い
て
知
り
た
い
」
と

お
考
え
の
時
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
ル
ー
ム

を
、
お
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎
場
　
所
　
八
木
橋
デ
パ
ー
ト
七
階

　
電
話
（
二
四
）
i
三
五
三
一

　
相
談
日
　
毎
週
水
曜
日
を
除
く
毎
日

　
時
　
間
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
六
時

日
年
末
調
整
近
づ
く
“

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
税
金
は
、
毎
月
の

給
料
か
ら
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
毎
月
の
税
金
は
、
あ
く
ま
で
そ

の
月
の
給
料
に
対
す
る
税
金
で
、
概
算

的
な
も
の
な
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

一
年
分
の
所
得
に
対
す
る
税
金
を
計
算

す
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
一
年
の
最

後
の
給
料
を
支
払
う
と
き
に
精
算
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
が
十
二
月
に
行
わ
れ
る
「
年
末

調
整
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
年
末
調
整
で
は
、
今
年
中
の
結
婚
、

出
生
、
就
職
な
ど
で
扶
養
家
族
に
異
動

が
あ
っ
た
場
合
に
精
算
す
る
ほ
か
、
生

命
保
険
料
と
し
て
支
払
っ
だ
金
額
も
差

引
き
精
算
し
ま
す
。

　
こ
と
し
結
婚
し
た
り
、
赤
ち
ゃ
ん
が

生
れ
た
方
な
ど
は
早
目
に
勤
務
先
へ
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
、
税

務
署
か
ら
「
住
宅
取
得
控
除
証
明
書
」

が
送
ら
れ
て
き
た
方
も
そ
の
証
明
書
を

勤
務
先
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

料
理
店
等
で
は
公
給
領
収
証
を

　
　
　
　
必
ず
受
け
と
り
ま
し
ょ
う

　
県
で
は
、
年
末
か
ら
新
年
に
か
け
て

料
理
飲
食
等
消
費
税
の
公
給
領
収
証
制

度
強
調
運
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
公
給
領
収
証
と
は
、
皆
さ
ん
が
料
理

店
、
飲
食
店
叉
は
バ
ー
や
旅
館
な
ど
を

利
用
さ
れ
、
そ
の
料
金
を
支
払
っ
た
場

合
に
、
店
の
経
営
者
が
料
金
や
、
料
理

飲
食
等
消
費
税
（
一
〇
％
）
を
受
け
と

っ
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
公
給
領
収
証
を
受
け
取
る
こ
と

に
よ
り
、
皆
さ
ん
が
支
払
っ
た
税
金
が

正
し
く
県
に
納
め
ら
れ
ま
す
。

　
会
計
の
際
に
は
、
必
ず
公
給
領
収
証

を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
県
税
事
務
所

一12月の納税一
村・県民税……
　　　……第4期分
国民健康保険税…
　　　……第5期分
納期限は
　　　12月25日です
みんなの税金
　　みんなのために

青
色
申
告
説
明
会

　
　
十
二
月
十
日
（
金
）

　
昭
和
五
十
一
年
分
青
色
申
告
決
算
説

明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す

か
ら
御
利
用
下
さ
い
。

日
時
　
十
二
月
十
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

場
　
所
　
　
江
南
村
役
場
二
階
会
議
室
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